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１．はじめに 

 最近の中高生の理科離れが心配されている。この原因として「内容が理解しにくい」、「数式や計算が多い」、「身近に感じ

ることができない」という理由が挙げられる。【１】。このことから、内容を理解しやすくするための有効手段の一つは学習内容

に興味関心をもたせつつ、内容をより理解しやすくする必要がある。で理解しやすい学習を行う対象として音楽の授業で使

われる楽器の仕組みの理解が挙げられる。学校教育用いる楽器にはリコーダー、ピアニカなど様々な木管楽器、ブラスバ

ンドなどで使用される金管楽器や打楽器などがある。なかでも金管楽器で代表されるトランペット管の長さを変えるだけで

はなく、口腔内の圧力、息の流量を変化させ音を変えることもできる。【２】。そこで本研究では金管楽器の仕組みと関連づ

けて音階の性質を学ぶ教材開発を目的とする。 

  

２、実験方法 

 金管楽器は基本的には空気を流すための人の口腔、音階を発

生させるため唇をマウスピースと音を共鳴させるための管から構

成されている。金管楽器のような教材にするため Fig.1 で示すよう

に管の部分に直径９ｍｍのＰＶＣチューブ、マウスピースの代わり

にはイヤホンを用いた。Y 字のチューブジョイントを用いて片方に

はイヤホンを接続し音を流す代わりにオペレーターを接続し一定

周波数の音が管の中に入るようにした。また、もう一方には口腔から流す空気の代わりに風船を用い空気を流した。流量を

変化させるため風船の個数を増やし実験を行う。クリスタルレシーバーで音をとりフー

リエ変換で音のピークの差を計測する。  

 

３、実験結果 

 Fig.２に空気を流した周波数の関係を示す。この図より空気の流量が増えると、 

周波数は大きくなった。また倍音も元の音階の周波数と同じ現象を確認する音 

ができた。このことから金管楽器の仕組みの 1つである音階を変える仕組みを簡 

便な装置で示すことができた。 
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図 Fig.1 Experimental device 
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